
　４　意識調査　４年

第１回 第２回

分析・傾向
「算数が楽しい」と感じている児童は１２人いたが、うち５人が「まあま
あ」と感じている。図や数直線の活用については、授業において概
ね理解しているが、問題を解く際に図や数直線を積極的に使おうと
はしていないことがわかる。問題から図や数直線を導き出すことが
定着していない。また、子どもたちがイメージする算数の授業は、「も
のを使う」「簡単な問題からやる」「グループで考える」などであった。
これらをヒントにして教材研究をしていきたい。

分析・傾向
算数が難しくなってきたこともあり、「算数が楽しい」と感じている児童
数が減少した。算数に嫌悪感を抱かせないように、簡単な問題に直
して取り組ませたり、物を使って説明をしたりして、興味・関心を持た
せるように早急に教材研究を改善していきたい。問題を解く際、図や
数直線を使うかという質問には、ほとんどの児童がほとんど使わな
いと答えている。使わなくても問題を解くことができるとしている児童
が６名で、苦手としている児童が５名いる。前回の結果もあり、あら
かじめ図を配布し支援してきたが、自ら数直線や図をかく能力が
育っていないと感じた。苦手意識をなくすために自分でかけるヒント
を与えたり、数直線などに触れる機会をもう少し増やしていきたい。
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